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　日本女子大学は国内で唯一、アメリカ名門女子大学の
ウェルズリー・カレッジとマウント・ホリヨーク・カレッジ
と協定を締結しており、学生の長期留学が可能です。2023
年度はオランダ／ライデン大学人文学部や韓国／誠信女
子大学も協定校に加わり、交換留学が可能になりました。
【留学サポート体制】①語学学習支援：TOEFL iBT® 
テスト準備コース、②経済支援：独自の奨学金制度。

◎就職決定率99.1％★の高水準（★2023年３月卒業生）
　１年次から将来を考える機会を設け、キャリア支援ガ
イダンスをはじめ業界・企業研究、公務員試験・教員試
験各種対策から個別相談対応まで、きめ細かいサポート
で一人ひとりの夢と希望の実現をバックアップ。充実し
た就職支援により、内定者の就職先への満足度が高いこ
とも特徴です。また例年、理学部の約25％を含む全学卒
業生の約８～10％が大学院に進学しています。
■主な就職先★
日本生命保険、明治安田生命保険、三井住友信託銀行、
東京海上日動火災保険、アクセンチュア、JALスカイ、
住友生命保険、あいおいニッセイ同和損害保険、第一生
命保険、NEC、清水建設ほか　公務員・教員多数

留学情報

卒業後の進路

『新しい明日を共創する人』を目指して
　日本女子大学は20世紀の幕が開けた1901年に女子教育
の先覚者・成瀬仁蔵により創立された “日本で最初の組
織的な女子高等教育機関” です。
　創立120周年を迎えた2021年４月、創立の地目白キャ
ンパスに家政学部・文学部・人間社会学部・理学部の４
学部を統合しました。2023年に国際文化学部、2024年に
建築デザイン学部を開設、2025年４月には食科学部（仮
称）＊の設置を構想中で、文理融合の多様な教育を提供
しています。成瀬仁蔵の教育方針である「自学自動」、
すなわち自ら学び、自ら行動する学修姿勢を育む環境で、
多様で非連続に変化する社会において、新しい明日を共
に創る人材を育てています。
2025年度に７学部16学科、文理融合の多様な教育を推進
　2025年度には７学部16学科を予定しており、女子の総
合大学として充実した学科構成を誇ります。3,000科目
を超える授業は、他学科の科目も履修でき、興味のある
分野を幅広く深く学ぶことができます。
　家政学部では、人間生活に関わる問題を科学的に探究
します。文学部は人間の精神文化および人間の本質を学
びます。人間社会学部は、人間・社会に関する学問を総
合的に探究します。1992年度に開設された日本の私立女
子大学で唯一である理学部では、自然と人間の調和を目
指す有能な女性科学者の育成に熱意が注がれています。
　2023年度に開設した国際文化学部は、「実践・体験・
発信」をコンセプトに、『脱教室・脱キャンパス型』の
カリキュラムを設定しています。2024年度に開設する 
建築デザイン学部は、人文、理工、芸術を融合した総合
学問として「住まう」人のための「建築デザイン」を学び、
高い専門性を発揮できる人を育成します。
　2025年度には、食科学部（仮称）＊を設置構想中であり、
食科学科＊と栄養学科＊で、科学的観点から｢食｣を学び
専門性を持って社会貢献できる人材を目指します。
　各学部とも少人数の演習を重視した質の高い授業が特
色で、卒業論文（卒業研究・卒業制作）は全学科必修です。
　また、全学的な基盤教育に、数理・データサイエンス・
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AIならびにICTに関する内容を学べる科目群を設置して
おり、2021年に文部科学省が定める「数理・データサイ
エンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）」に認
定されました。さらに、2023年には理学部の教育プログ
ラムがひとつ上位の「数理・データサイエンス・AI教育
プログラム（応用基礎レベル）」に認定されました。
外国語教育の重視
　外国語の履修は、大学における専門教育の基礎、かつ
国際社会における現代人の教養として重視しています。
英語は「表現力やコミュニケーション能力」「英文を読
み解く力」を養成する科目、ネイティブスピーカーによ
る「聞く」「話す」技能を訓練する科目、リーディングや
資格英語などの選択科目も開講。英語に加え、「ドイツ語」
「フランス語」「中国語」「韓国語」が履修可能、複数言
語を習得し、国際感覚と多面的な思考力を養成します。
大学独自の奨学金制度
　経済支援として、日本女子大学桜楓奨学金（30人程度、
30万円給付）等があります。奨励賞として、日本女子大
学学業成績優秀賞・研究奨励賞（２～４年次の各学科１
人、授業料半額免除）の他、各学部・学科による独自の
表彰制度もあります。留学する学生の経済的負担を軽減
するための独自の給付奨学金制度も複数用意していま
す。その他、学寮に入寮した地方出身者を支援する日本
女子大学泉会spring新入生奨励金（15人程度、20万円）
等があります。 ※全て2023年度実績

■一般選抜
◇ 個別選抜型、英語外部試験利用型、大学入学共通テス
ト利用型（前期）［全学部全学科］

◇大学入学共通テスト利用型（後期）
　 ［食物学科を除く全学部全学科］
■総合型選抜［全学部全学科］
■ 学校推薦型選抜（公募制）［家政経済学科、現代社会学
科、心理学科、国際文化学科、建築デザイン学科を除
く全学部全学科］

■外国人留学生入試／全学部［各学科若干名］
■社会人入試／文学部、人間社会学部、国際文化学部
■編入学・学士入学（大学１年次修了者編入も実施）
●検定料同時割引制度（同時出願）
　一般選抜（個別選抜型）の検定料は１学部3.5万円で、
２学部受験では合計５万円、３学部受験では6.5万円に
割引。「英語外部試験利用型」内での併願、「個別選抜型」
と「英語外部試験利用型」の併願でも併願割引を実施。

●2021年、創立120周年を迎え目白キャンパスに全学部を統合、文理融合の多様な教育を推進
●2022年、理学部30周年を機に数物情報科学科、化学生命科学科に学科名称を変更
●2023年、国際文化学部を開設、『脱教室・脱キャンパス型』の新しい学びを提供
●2024年、建築デザイン学部を開設、「住まう」人のための「建築デザイン」を学ぶ
●2025年、食科学部（仮称）＊を設置構想中、科学的視点で幅広く「食」を学ぶ
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く新たな世界。――「食」ですべての人のWell-Beingに貢献する――
食科学部（仮称、2025年設置構想中）＊

■栄養学科（仮称）＊　 栄養ですべての人を幸せに。
　科学的な理解の土台となる「基礎科学」を学んだう
えで、「医学・保健学」を通じた医学的視点で深く学ぶ
「栄養学」や、「食品学」「調理学」について、講義・演
習や実験・実習の体系化されたカリキュラムを通して
学修します。管理栄養士として、医療、行政、教育（栄
養教諭）、研究、福祉、給食・中食・食品産業、スポーツ、
国際協力など多彩な分野
で活躍できる専門性の高
い人材を育成。卒業時に
栄養士資格、管理栄養士
の受験資格、栄養教諭一
種免許が取得可能です。

※ 「大学改革最前線」の日本女子大学ページ（P.70）もご覧ください。
＊ 本計画は構想中で掲載内容は予定であり、変更となる場合があり
ます。

■学部・学科組織、学則定員〔2025年度予定〕
●食科学部（仮称、2025年度設置構想中）＊
食科学科38／栄養学科50
＊ 本計画は構想中で掲載内容は予定であり、変更となる場合が
あります。

●家政学部
児童学科97 ／被服学科85 ／家政経済学科85
●文学部
日本文学科126／英文学科146／史学科97
●人間社会学部
現代社会学科97／社会福祉学科97／教育学科97／心理学科73
●理学部
数物情報科学科92／化学生命科学科97
●国際文化学部（2023年開設）
国際文化学科121
●建築デザイン学部（2024年度開設）
建築デザイン学科100 入試GUIDE（2024年度実績）

　入試相談会やオープンキャンパスのご案内
のほか、「WEBオープンキャンパスページ」で
は大学の概要、学部学科、入試制度、キャン
パスなどを動画でご紹介しています。
　ぜひご覧ください！

オープンキャンパス

　2025年４月に開設予定の食科学部は、食科学科と栄
養学科の２学科で構成します。両学科とも所定の科目
を履修すれば、食品衛生管理者、食品衛生監視員の資
格が取得可能です。〈いずれも任用の国家資格〉
■食科学科（仮称）＊　「食」で未来をつくる。
　「生活者」としての視点を重視して「食」を科学的
に学び、食関連のさまざまな領域で活躍できる能力を
身につけます。「食品学系」「調理学系」「栄養学系」
の各科目を三位一体で学修。さらに学科独自の講義・
演習科目として実際の食品会社で「商品開発」を学ぶ
科目も多数開講します。企業や研究機関で食品開発・
研究に携わる研究者、
教員、起業家として社
会に貢献できる人材を
育成します。卒業時に
中学校・高等学校の教
諭一種免許状（家庭）
などが取得可能です。
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食科学部の学び・カリキュラムの
特徴はこちらから！


